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各レイヤの表示状態

1 新規レイヤの追加（外部データ）

2 新規レイヤの追加（内部データ）

3 機場データの作成（ポイント）

4 機場データのラベル作成

5 パイプラインデータの作成（ライン）

6 ラインデータのラベル作成（管種・管径・延長）

7 ラインデータの個別値の作成（管径別の色分け）

8 複数条件による検索及び帳票出力

9 連続印刷

別紙： 10 新規属性の追加及び主題図作成

11 申請図面作成例

12 シュミレーションレイヤの活用例

13 図面の作成例（農地利用図）



各レイヤの表示状態

新規レイヤの追加は可能ですが、Viewerでは新規の属性テーブルが作成出来ません。

既存のテーブルの利用が可能であればシミュレーションレイヤで対応する。

カレントレイヤを表示

(属性パネルが表示されるレイヤ）
※作図等を行う際は必ず作図レイヤをカ
レントに設定しておく。

検索対象はレイヤの表示をカレント、
編集可能、ヒット可能にしておく。

1 ページ



　１　新規レイヤの追加（外部データ）

メニュｰバーからマップ、追加、オーバーレイを選択

新規オーバレイの画面が表示されたら、外部データを選択し、
次へをクリック

2 ページ



※航空写真等の画像データは枚数が多いため、図郭毎にデータを作り直しをした方が良い。
※ＧＰＳ付きのカメラで撮影された写真の取り込みは可能。

追加したいファイルを指定し、完了をクリック
ここでは新規に数枚の航空写真を新規追加

3 ページ



　２　新規レイヤの追加（内部データ）　　・作図等を行うために新規レイヤを作成

・農業用用排水施設の下に新規のレイヤを追加

農業用用排水施設にカーソルを合わせ右ボタンでオーバーレイ追
加を選択し、新規オーバレイの画面が表示されたら、内部データを
選択し、次へをクリック

新規に追加したいレイヤ名を入力し、完了をクリック
ここでは新規に排水機場のレイヤを新規追加

4 ページ



オーバーレイノートが表示されたら、データセットスケール及
び表示設定を入力し、ＯＫをクリックすると農業用用排水施
設の下に排水機場のレイヤが新規に追加される。
ここではデータセットスケール標準を2500に表示設定は最
大のみ50,000を入力（1/50,000から図形が表示される）

5 ページ



排水機場にカーソルを合わせオーバーレイノートを選択し、排水機
場の記号を選択（排水機場にカーソルを合わせダブルクリック）

※機場はポイントデータで作成

6 ページ



　３　機場データの作成（ポイント）

機場の記号を選択（揚水機場に
カーソルを合わせダブルクリック）

作図メニューをクリックし、
ポイント作図を選択

7 ページ



機場に位置にカーソルを合わせクリックし、Enter
キーを押すと施設の属性が表示されるので属性を
入力し、更新ボタンを押す。後で入力する場合は、
更新ボタンのみ押す。

関連資料・写真を添付ファイルとして格

納する場合は値のセルをクリックし、

ファイル等を指定したら反映、更新ボタ

ンを押す。

ﾌｫﾙﾀﾞでもﾌｧｲﾙ

でも指定可能

8 ページ



　４　機場データのラベル作成

メニュｰバーからマップ、追加、主題図を選択

オーバーレイの選択画面が
表示されたら、ラベルを作成
したいレイヤをダブルクリック

機場をカレントに設定

9 ページ



　

ラベルをダブル
クリック

ラベルを作成したい項目をダブルクリック
（ここでは施設名のラベルを作成）

10 ページ



ラベル主題図のスタイル画面が表示されたら色、

ﾌｫﾝﾄ等を指定し、完了ボタンを押すとラベル表

示がされる。
ただし、ﾂﾘｰには名称不明と表示される。

11 ページ



５　パイプラインデータの作成（ライン）

作図メニューをクリックし、
ライン作図を選択

作図したい位置をクリックし、Enterキーを押すと施設の

属性が表示されるので属性を入力し、更新ボタンを押す。

属性が違う場合はそれ毎に作図する。

12 ページ



　６　ラインデータのラベル作成（管種・管径・延長）

メニュｰバーからマップ、追加、主題図を選択し、
オーバーレイの選択画面が表示されたら、ラベルを
作成したいレイヤをダブルクリック

複数の属性を使ってラベルを作成したい場合は

フォーミュラに関数を入力するため、fxボタンを押

す。

13 ページ



kan_shu$+"φ"+kan_kei$+"  L="+str(sonotatyou#)+"m"
管種 　記号 管径 記号 延長（文字に変換） 単位

関数を入力したらOKボタンを押した後、
選択画面が表示されたら次へを押す。

14 ページ



ラベル主題図のスタイル画面が表示されたら色、

ﾌｫﾝﾄ等を指定し、完了ボタンを押すとラベル表

示がされる。
ただし、ﾂﾘｰには名称不明と表示される。

15 ページ



　７　ラインデータの個別値の作成（管径別の色分け）

メニュｰバーからマップ、追加、主題図を選択し、

オーバーレイの選択画面が表示されたら、色分けを

したいレイヤをダブルクリックし、個別値をダブルク

リックする。

16 ページ



色分けを作成したい項目をダブルクリック
（ここでは管径の色分けを作成）

個別値主題図のスタイル画面が表示されたら

色、太さ等を指定し、完了ボタンを押すと管径

別の色分け表示がされる。(赤=100,緑=150)

ブラシはエリアの場合の色

塗りの指定なのでラインの

時は指定はしなくて良い

17 ページ



管径別の色分け表示がされる。
(赤=100,緑=150)

ただし、ﾂﾘｰには名称不明と表示される。

18 ページ



　８　複数条件による検索及び帳票出力

条件＝耕作放棄地の田で農振農用地 ※耕作放棄地区分は数値型で 11が緑、 12が黄

　農振区分は数値型で 1が農振農用地　

検索アイコンをクリック

検索対象レイヤを指定地番図の農地(H23)を選択
（外部データの検索も可能）
※レイヤの表示は編集またはヒット可能の状態

19 ページ



条件１を入力
耕作放棄地区分 11,12
追加ボタンを押す。

条件2を入力

登記地目 田

条件2を入力
農振区分 １
追加ボタン2を押す。

条件2に田かつ
農振区分 １が
追加された

条件1に耕作放棄
地区分11,12が追加
された

20 ページ



検索ボタンを押し、画面表示のはいを
押すと検索結果が表示される。

21 ページ



検索結果画面から、フィルタ設定
をクリックすると対象筆のみが表
示される

エクセルボタンをクリックすると帳
票が作成される。

22 ページ



耕作放棄地の田で農振農用地だ
けの筆が表示される

23 ページ



　９　連続印刷

印刷したいレイヤ（ラベル、個別値も含め）
とグリットレイヤを表示する。

連続印刷アイコンをクリック。

24 ページ



テンプレートを選択し、スケールを入力
ここでは、グリットが1/2500のA3図郭なのでA3用紙と
スケール2500を入力
別の縮尺、用紙サイズの場合はそれようのグリットを
用意する。

印刷したいグリットレイヤを選択する。

図面番号の属性名を入力。※属性テーブル参照
確定ボタンを押す。

印刷したい図面番号を選択し、プレビューで確認し、印刷。

一括、複数の指定も可能。

※独自の印刷テンプレートの作成も可能だが、Viewerでは出来な
いので事前の用意が必要。

25 ページ



１０　新規属性の追加及び主題図作成

追加したいレイヤ（農地）にカーソルを合わせ右ボタンで内
容を表示させ左ボタンで属性テーブル編集を選択。
属性テーブルが表示されたら、追加ボタンを押すと追加の
行が表示される。

1 ページ



プロパティ名は半角英数字で入力

名称の後にデータ型の記号を付けること。

文字→＄ 整数→& 実数→#

項目名、プロパティ名、データ型等を入力
マスターテーブルを利用するとプルダウンで選択が可能。

今回は「○×」のマスタテーブルを利用し、属性入力時に
○×を選択入力できるようにする。

2 ページ



受益地の属性が追加されている。

受益地を選択し、選択図形上で右ボタン、
左ボタンで情報を選択

3 ページ



農地の属性が表示されたら、用水受益項目
に○を選択、更新ボタンを押す。

メニュｰバーからマップ、追加、主題図を選択し、

オーバーレイの選択画面が表示されたら、色分けを

したいレイヤをダブルクリックし、個別値をダブルク

リックする。

4 ページ



Viewerライセンスでは項目が表示されないので
フォーミュラのfxボタンを押しユーザ属性から項
目を左ボタンで選択

5 ページ



フォーミュラに項目が追加されたら、ＯＫをクリックする。
プロパティ画面が出たら、次へを押す。

6 ページ



個別値主題図のスタイル画面が表示されたら

色、太さ等を指定し、完了ボタンを押す。
用水受益が水色に塗られる。

7 ページ



１１　申請図面の作成例（農振除外）

あらかじめタイトル凡例等をエクセル等で作成しておく。

農地レイヤに農振の表示を背景にして区域界を作成する。農振区域レイヤをカレントにしておく。



農地レイヤから計画地、周辺除外地をユーザーレイヤにコピーし、プロパティで線や色を付ける。

印刷画面でレイアウトを決定



印刷範囲を決定し、レイアウトが決まったらエクセルから凡例等をコピーして貼り付ける。
貼り付けたテキストの大きさ等は調整が必要。

貼り付けが完了したら、右ボタンのプロパティで背景を白にする。

全体表示ボタンを押してから印刷する。

保存しておけば次回、テンプレートの呼び出しで修正等が可能（背景の修正は不可）



12 特定地番の色塗り方法

1 シュミレーションレイヤーを作成し、そこで作業を行います。
2 始めに基になる地図（レイヤ）からシュミレーションレイヤを作成します。

基になるレイヤにカーソルを併せ右ボタンをクリックし、
シュミレーションレイヤ作成を選択。

はいをクリックするとシュミレー

ションレイヤが作成される。
※この時点では主題図だけしか
作成されません。

1 / 8 ページ



3 基になる地図から作図したい図形を選択します。

（選択方法はマウスで範囲を選択、条件（字等）で検索するなど）
4 選択が出来たら選択図形上でマウスの右ボタンで複製メニュー、コピー貼り
付けを選択

2 / 8 ページ



基の地図を非表示にするとシュミレーションレイヤに選択図形が作成されています。
※このレイヤは自由にいじることが可能ですので色々試し てください。

ただしこのレイヤをカレントレイヤにして作業をしてください。

5 特定の図形に色塗りをするには対象の筆を選択します。選択方法は図形選択と

同じ方法です。

6 図形の選択が完了したら選択図形上でマウスの右ボタンでプロパティのスタイル
タブを選択します。

3 / 8 ページ



7 筆界線や色塗りは、ペンとブラシで選択します。

4 / 8 ページ



色塗りが完了したら印刷を行います。

1 メニューのファイルから印刷を選択します。
2 用紙のサイズや縮尺を入力したらテンプレート配置を選択します。
3 印刷範囲のカーソルが表示されるので左ボタンで印刷位置を選択。

5 / 8 ページ



4 印刷位置を決定すると以下の画面が表示されます。

5 印刷物にテキストや線を追加するには作図メニューで行います。

6 / 8 ページ



※文字を追加する場合はテキストを選択します。
　　文字を作成し、配置位置を決定します。

6 文字等の作成が終わったら全体領域のボタンを選択する。
（拡大等している場合に正しく印刷されないことがある。）

7 / 8 ページ



7 印刷テンプレートを保存して終了
※保存を行うことで後日印刷する場合は印刷のテンプレートを呼び出して印刷が可能

8 / 8 ページ



１３　　農地利用図作成手順

1 該当地区を農地レイヤから農地筆を選択する。（属性を使って検索も可能） マニュアルP16  7.検索参照

2 選択した農地筆を事前に作成しておいた人農地のＡ地区（カレントに設定）に複製メニューでコピー貼り付けをする。

※該当地区を数回に別けてコピー貼り付けしても良い。（選択筆がダブらないように注意する） マニュアルP13  5.6.図形の「ｺﾋﾟｰ」参照



3 農地利用図作成に必要な属性項目を追加する。（認定農業者番号、農業者名、集積区分、集積予定者）

※集積区分は色塗りで使用するため、マスターテーブルを利用すると便利

（例○：認定農業者耕作地　◎：新規就農者耕作地　□：集積予定地） 操作実習資料　別紙10 P1,2参照

※ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｲ名は命名規則があるので注意

4 農地利用図作成に必要な主題図（ラベル）を作成する。（地番、認定農業者番号） 操作実習資料　別紙10 参照



4 農地利用図作成に必要な主題図（色塗り）を作成する。（地目、集積区分） 操作実習資料　別紙10 参照

5 ファイルメニューから印刷を選択し、図面のサイズやスケールを選択する。

マニュアルP30  14 印刷参照



6 テンプレート配置をクリックし、図面の位置を合わせる。

7 エクセル等で事前に作成しておいた凡例をコピー貼り付けする。（色塗り区分、番号・氏名、タイトル、方位等）

※作成していない文字や図形をテンプレート上で作成することも可能また、保存しておけば図形以外は修正が可能




